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静関地学第12号 (1968)

地形圏子を考 した静岡県の降水量分布

一特に春季降水量について一

田辺和八@伊藤通玄

まえがき

降水量の分布特性を知ることは?水資源を有効に利用するためにも?また降水に起因する各種災

(地とり F 山崩れ，洪水など〉を未然に防ぐためにもきわめて重要である O ところで一雨ごとの

降水量分布は降水の成国の擾雑さを反映してさまぎまであるが?月別とか季節別とか平年降水量と

いうように長期の分布を調べると，大気中の諸種の原国による複雑さが取り除かれて雪地形との

係が著しくなってくる O これは地形によって気流の局地的な収束@発散が生じ，これに伴って

気流や下降気流ができ，水蒸気の凝結現象に影響を及ぼすためである O したがって地形と蜂

布の相関々係が明らかになれば，その法則性を利用して，観測所のない地域の降水量やその分布を

ることができる O

観測された降水量と地形国子との関係を共軸相関閣を用いて解析し，観測値のない地点の降

を地形要素から推定する方法はRUSSLARおよび SPREEN(1947) によって試みられ，その有効性

が確められたが，わが国においても中央気象台統計課 (1954)，島田 (1956)，篠原(1956λ 

関口@河村 (1957)，石原ほか (1959)，河村(1960 )などによって同様の研究がなされてい

るO この小論は筆者のひとり田辺が 7 静両大学教育学部において卒業研究としてまとめた本県の降

水量分布に関する研究成果を，その指導にあたった伊藤が要約したものである O 小論をまとめるに

あたり，この研究の緒をつくられ，かつ貴重な参考文献をご紹介くださった東京教育大学理学部地

関口武博士，観測資料を提供してくださった静岡地方気象台の方々に厚く御礼申しあげ

る O

上観測資料の選定および補足@調整

1 -1観測資料の選定

この研究に使用した観測資料は静岡県内の気象宮署および区内観測所38点のもので，原則とし

て 1951 ~ 1965年にわたる 15ヶ年のものを選んだ。ただし 1956年以前に欠損日の多い水窪@清沢@

大河内@下田および?中途より観測を開始した豊岡@秋葉@熊@佐久間@富士@大)11.島田@井J11 • 

大仁については 1957'"'-' 1965年の 9ヶ年の資料を用いた O 各観測点のおよその位置は第 1~のと

おりである O



1 -2観測資料の補足@欝3霊

選定した観測資料の部分的欠測はつぎの要領で補足した O すなわち?ある地点の某年3月降水量

に欠測があった場合には?近接した数地点の 1951----1965年にわたる 3月の平均降水量と欠測地

点のそれとの比を求め p この比を近接地点の某年8月蜂水量に乗じて補足した O

また?関器の移動@更新?観測点、そのものの移動や環境の変化によって資料の均一性が失われる

ことを防ぐために?つぎの要領で資料の調整をおこなった O すなわち?観測点を大きく 3地域(県

西部@捺中部@県東部〉にわけ?それぞれの地域における各季節別の地域平均積算降水量を横軸に?

またその季の地点積算降水量を縦軸にとり?各年の積算値に対応する点をプロットし?得られたグ

ラフを用いて調整した O 第 2関はその一例であるが?浜松の春季 (3'"'-' 5月)積算降水量のグラフ

は 1956年を境として急に折れ曲っている O これは観測条件あるい誌観測環境に何らかの変化のあ

ったことを示すものと推定されるので p これを破線のごとく調整し p 調整積算降水量7，470鰯から

平均降水量498慨を求めた O

..とり

これまでの諸研究でとりあげられた地形因子には?

その区分法もさまざまである ) 0 われわれはこれらの

@谷方向@露出度その飽があち?

における区分法をも考慮、して?
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第 1表 従来の研究に いられた地形

研究者 Sp班 EN& 
国 口 e 、河村 ネす

¥ RUSSLA註

地形因子 ( 1947 ) ( 1954 ) (1956) ( 1957 ) (1959) ( 1960 ) 

観測点を中心

観測点の !と市径 ~I観蜘 |とる
5 

に同じ に同じ iくmの円周上の Kmの の
宮室皆

8 

起伏 と観瀦点i と観測点; 点と ¥ 
20 Km円内で 半径 20Km円

より 内 よ

出
!度より 1，000

300m，以上の

/ 
300悦以上の 300悦以上の り400m以上

フィ ト以上
山地でさえぎ 山地でさえぎ 山地でさえ の山地でさえ

の山地でさえ
られぬ部分 られぬ部分 られぬ部分 られぬ部分

ぎられぬ部分

/ 

5 Kmの観

谷 じ / じ
主方向 主方向 い側の谷の方

向

斜面方位ゾ/
////5M円 //25hの

における 円周上の

最高点の方向 点の方向

緬傾斜/// 嶺への法線方向の斜面傾斜

伊勢湾沿岸お

/附|台風の
距 離 i / / 

!よび熊野灘沿
中心軌跡から

から観測点
の距離

までの距離

コロラド河上 関東北部を 6 ー を3地図国を 2地域関東中部をつ を2

地域区分 i流域を 4地域 地域に区分 域に区分 に区分 地域に区分 地域に区分
に区分
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実測値 7896慨
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@西部)

(浜松の2図

それぞれをつをとりあげ F@地域の 6からのほか F出@谷方向 e

ぎのように区分した O

す O度の平均を悦単位る半径 5Kmの円間上の 8方位点の

度(修正

観測点を中心と

1) 

伏1包2) 

を1(200 との度〉(修正震と観測点を中心とする半径 5Kmの円内の

(600m"-'800m未満)N (400 m"-' 600 m未満)国( 200悦'"'-'400悦未満)， 五制未満〉

O の 5段階(800悦'"'-'1，000悦未満〉V 

向方谷3) 

い山地でさえぎられない部

で示す O

より 300m 

方向を 8

観測点を中心とする半径 15Kmの円内で?

大蔚形部の中心角の 2分によって作られる

出4) 

い山地でさえぎられない部度より 300m以15 Kmの丹内で?る観測点を中心と

N (120"-' 1800未満)理(60 ~ 1200未満)rr (0 ~ 600未満)をI分の中心角の

(10~30 Km 国(5'"'-' 10Km未満)， 

すO

E 

の5段階

(0'"'-'5Km未満)， 

4-

(300'"'-' 3600) 

までの最短距離を I

V ( 180 ~ 3000未満〉

海岸までの距離

観測点から

5) 



各観測点の地形因子とその区分第 2表

備地域区分海岸距離持0.

561 mm I 14.0Km彊1650 盟SE 253 rn TI 170 m 2m 日ケ1 

477 I I 0.5 V 358 臼

s
s

I 30 2 2 阪2 
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松
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743 *"，，，， I E 33.0 N 243 S 

sw 
直481 360 360 5 

583村I N 47.5 I 3 国591 468 133 
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吋
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E 

E 

車 537 直I ハvnυ
 盟176 457 148 67 

狩野

大仁

T 

網

伊

3 3 
ニ
上34 

3 5 

田

代

東

3 6 

37 

613 

備考欄は 1951"-'1965年の春季平均降水量.

M 印は 1957'"'"'1965年の 9カ年平均.

E
 

キ印は自記雨量計観測によるもの.

-5-

I ハUハυN 194 理466 114 2 38 



N (30Km以上)の 4段措 測 水
総書1

勿1 500 600 700 800 900 

6) 地 修
600 

111 
グラフの勾配特性によ 500 

って 1 (県西部地域)， II (県 I WI.J' 

lえ 400

地域)，車(県東部地域)に し
f¥ 

6∞ 
符も
300 

たO
以

このようにして られた 観測点の 200 

地形因 の iま 2 のとおり 躍各
¥ザ/

である O

O 

3 .. 
曲線の引き

作Z 50Q 
3 - 1 600 

2 の地形国
500 

分と との を明らかに i一一一一奇襲四申

るためにフつ ..:Jr~' /T"'¥.珂地司、品札制開問争 干に 400 

作成した。 両 300

1) 縦軸に修正
200ト 一一一一多

をとり F 観測点の値に対応、 る
凶

をプロットし 3 そ と
100 

を するO 全観測点のプロッ
。

トが終ったならばフ の1現 i吋i説
90宵o I I11 S 

を くO 3 1)はその説明 であ

るが p 単純化のため 9 麗の数
担q

の例 けを し， iま
700 

してある O ぇ;く
600 

2) と b 

を o 

とり 9 を
00 

プロットし F その
5金む 600 700 800 900欄

を 入し P を引く O
(A) (闘による

2 ) の引き方

のため主 のす1
3 の作成法

だけを しタ ;ま してあ
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3) @谷方向に づく にとり 9 の値

に対抗する点をプロットしタ

4) @ 出 を を縦軸にとりタ

る をプロットし， しF からの距

向線をヲiくO

5) @谷 出 から く を縦軸iこタ え、一ン

に対応する をプロットし，その と を 入し9

地域の 向線をヲiくO
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地域区分
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5国 方向線の修

2)修正された 曲線によって求められる

相関図によって求められる

水量(

(縦軸〉の

〉と?地域→海岸から

を谷方向の相関図上にプ

ロットし F 谷方向線を修正する(第5髄〉。

3 ) 

出

の方法で露出

からの距離の

からの距離の相関区iを修正し? に?修正された @谷方向@

区iから新しい地域の傾向線をえがくり

ヰ と

前節で述べた修正を 3回繰り返して得られた相関図か

lま のとおりである O を比較するために

水量と実測値に対する

けから推定され

た降水量とそ
¥
1
1
ノB
 

のほ 方liiJ0 の 水量!とそ

の 0)全地形因子( ~地域〉を し の をあわせて示した(

された降水量は平均これから明らかなように @起伏畠:をバラメーターとした相関区]から

し?相関係数は 0.60にとどまるが?谷方向@露出 をも した iま

7.7 %，相関係数 0.84とかなり精度が高くなっている。さらに海岸距離@地域の降水特性

をも した場合は， 2.3 %，相関係数0.97となり?この精度は中央気象台統計課(1954) 

が関東北部についておこなった春季推定降水量と実関降 の相関係数0.93， 5.2 %な

どに比べるとはるかに高いものといえる O ただし?豊岡(十 5.7%) ，熊(十 5.7% ) ，原(十7.7%)
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御殿場(-8.5 %九 呂(十 7.6%) ，三三島(-5.7 %) ，下回(-9.0 % ) ，大仁〈十7.3%)

については推定誤差が 5%を越える結果となった O この原菌については今後なお検討する必要があ

るO また推定降水量が実測降水量を上回る観測点に自記雨量計観測のものが多い額向がある O この

点についても検討を加える必要があるように思われる O

5 

4で求められた

大小によって

べてみると?

の11原になる O

において?降水 る の

目して?その

( 253鰍1)， 

させれfd-.， 

(216mm) ， ( 156慨)， 

の

( 20慨)

の11民序は

らないO の では できないが? 3ι 明日AV
 

A
ひ
4
2
i
 

1
i
 

) ~ 204慨〔起伏量Vの場合〉の

) ~ 160慨(鯵正高度上100

330"設立 ( 

の巾は 264蹴(

はつぎのように降水

も増すO 例1.

jレ るの

作1 )である。なお えることがうかがえる O

:修正 Iの場合， 456問(Om)ー 786

慨 1 ( 1，100 m) 0 例 2.記伏量Vの場合， 720概(0 m )→ 924 mm ( 1，100 m )。

2 )起伏量:起伏量が増すにつれて降水量も増す。 例1.修正高度 100mの場合 ，593鰍(1 )→ 

785概 (V). 例 2.修正高度500mの場合， 710慨(1 )→ 870鰍 (V). 

3 )谷方向:SW-NE→W-E→SE-NW-→S-NのI1原に降水量を増す。 例1.

から推定される降水量 600慨の場合 ，506mm (SW-討E)→ 595mm(S 討). 例 2.

から推定される降水量 800慨の場合， 614慨(SW-NE)→ 834側(S-N) . 

4 )露出度:車一→ I→N→立→VのJI頃に蜂水量を増す。 例1.高度~谷方向から推定される

600慨の場合， 560慨(置)→710棚(V). 例 2.高度~谷方向から推定される降水量 800慨の場

， 728鮒(盟〉→1，014慨(V). 

5 )海岸からの距離:五→亜→N→ IのJI債に降水量を増す O 例1.高度~露出度から推定される

降水量 600棚の場合， 530側(立)→ 696慨は). 例 2.高度~露出度から推定される降水量800

慨の場合 ，679mm (ll)→ 1，1 00慨(1 ) . 

6 )地 域:盟→ I→Eの11槙に降水量を増すO

の場合， 563慨(盟〉→ 666慨(II) . 例 2.

738慨(直)→ 876慨(II) • 

例1.高度~搬岸距離から推定される蜂水量600慨

度~海岸距離から推定される降水量 800慨の場合，
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実測降水量と推定降 の比較3 

A 
ヂA五日 推定占値 C

(その誤差〉

560 mm 0.2場

476 -0.2 

703 0.1 

498 0.0 

785 十 5.7
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764 0.5 
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告 椙関函を蝿い し

内38観測点の ( 3~5 月〉降水量と各地形因子と 係を 国(第号盟)を用

い?県内 319点 (1 20，000地形図上2.5c双方眼の 〉のうち 7 i
 

'zzea
，，， 

修 地域区分

11 

600m 300 
以

200 明白畑アヲ

↓ 
500 600 700 800 900mm 

推定降水

11 Ix点の地形国子
VI r修正高度 460m 

起伏量 iii
谷方向 SE
出疫 i
梅岸距離 ii 
地域区分 i 

?空 100

614慨

s菌 完成された共軸相関図とその利用例

など修正高度 1，100m以上の地点を除いた 278点の地形因子から推定される春季降水量を求め芦そ

の{檀を地図上の対応点に11原次ブ。ロットして得られた降水 布図 7題 1)のとおりである O ま

た第7~ヨ 2) は県内 38 観測点の

閣である。両国を比較すれば?その

をそのまま地 にプロットして得られた降水量分布

が]，，¥かに大きいかは明白であろう O すなわち， 1)図の場

には， 2)図に現われない小笠山周辺@ 山周辺@安倍)/1源流部@ 原周辺 e スカイ

ラインの玄岳付近の多雨域が認められる O これらの多雨域の中心は一般に起伏量の大きい山地のや

や南~東側にあたっている O また降水量の少ない地域は県西部の平野部 p 富士川下流部，三島周辺

などであるが 1)図には 2)留では現われない大井川沿い? ?中伊豆などの寡雨域が認

の小さいことにあるが，山間部のめられる O 平野部における の最大の要因は?高度 e

雨の要因としては 7 その地域の谷万向が大きく関与しているようである O

共事由 fl~関図の作成に利用した観測点の修正高度の最高が井)1 1 の 1， 138 m であるために?修正高度

1，100 m以上の地域，すなわち富士山頂周辺とか?大井川源流域の降水量を推定できなかったこと

はまことに残念である o 1，500 "'-' 2.000 m級の山岳観測所，さらに望むならば 2.500'"'-' 3，000 m級

の山頂観測所の充実を期待したい。
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7図 1 を した静岡

5k騎 20

7額一 2 地形因子 しない静岡県
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と

の地形菌子と安部降水震の 係 づ)'¥t iて?

とはある であるが 7

いので， 700"η，以上についての

700nL以上の

かなり{託くなるものと される。また の

くが?低地や谷間にあって?

ので?この方法で山頂部とか

うな欠点を補うためにも?

水の がじゅうぶん担握されていない

しく空自ることは難しし¥0 このよな

700m以上の山

されつつあるが?

。

めに ロポット し1とか p

いなかった O

の

この呂的のた

しかおこなっ

ていない Jなどの理由により?

の しも な とはいい欝いので?より の

し1 さらに してみたい O
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